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平成 28 年度 一般会計決算の概要 

 

○ 平成 28 年度総社市一般会計決算は，歳入決算額 278 億 4,585 万

6 千円に対し，歳出決算額 271 億 4,615 万 5 千円で，差し引き 6 億

9,970 万 1 千円の残額を生じています。このうち，繰越明許費の繰越

財源分 1 億 2,231 万 8 千円を差し引いた実質収支額は，5 億 7,738

万 3 千円となっています。 

○ 歳入は，全体で平成 27 年度と比べ，５億 5,891 万 6 千円の減額

となっています。これは，ふるさと納税の推進により寄附金が 6 億

5,083 万 8 千円の増額となった一方で，清音神在本線の完了などによ

り国庫支出金が 6 億 8,619 万７千円の減額となったことなどによる

ものです。 

 なお，歳入のうち，市税などの市独自でまかなうことのできる自主財 

源は，全体の４４.４%となっており，残りは地方交付税や国・県から 

の補助金，市債などの財源に依存しています。 

○ 歳出は，平成 27 年度と比べ，ふるさと納税の推進による返礼品の

増加等により，補助費等が 8 億 6,17７万円の増額となった一方で，清

音神在本線改良事業や教育施設の耐震化事業等が終了したことから，

普通建設事業費が 10 億 8,239 万７千円の減額となりました。 

公債費は減少していますが，小学校改築や給食調理場新設などの大型

事業の実施に伴い，市債の借入れが続くことから，今後も高い水準で推

移するものと見込まれます。 

○ 社会保障関係経費の自然増や道路などの公共施設の老朽化対策経費 

の増加も見込まれることから，引き続き，歳入の確保や事務事業の見 

直しを図るなど行財政改革を推進し，より一層の財政健全化に努める 

必要があります。 



平成28年度の各会計の決算は次のとおりです。

（単位：千円）

歳 入 歳 出 差 引 2９年度への 実質収支

Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ－Ｂ 　繰越財源 　Ｄ Ｃ－Ｄ

27,845,85627,845,85627,845,85627,845,856 27,146,15527,146,15527,146,15527,146,155 699,701699,701699,701699,701 122,318122,318122,318122,318 577,383577,383577,383577,383

国 民 健 康 保 険 8,174,2328,174,2328,174,2328,174,232 7,979,2277,979,2277,979,2277,979,227 195,005195,005195,005195,005 0000 195,005195,005195,005195,005

後 期 高 齢 者 医 療 793,962793,962793,962793,962 793,410793,410793,410793,410 552552552552 0000 552552552552

介 護 保 険 5,182,6055,182,6055,182,6055,182,605 5,108,6615,108,6615,108,6615,108,661 73,94473,94473,94473,944 0000 73,94473,94473,94473,944

農 業 集 落 排 水 事 業 費 290,425290,425290,425290,425 290,401290,401290,401290,401 24242424 0000 24242424

公 共 下 水 道 事 業 費 1,832,7781,832,7781,832,7781,832,778 1,832,4131,832,4131,832,4131,832,413 365365365365 125125125125 240240240240

国 民 宿 舎 事 業 費 711,761711,761711,761711,761 711,753711,753711,753711,753 8888 0000 8888

総 社 駅 南 地 区 土 地

区 画 整 理 事 業 費

563,799563,799563,799563,799 563,774563,774563,774563,774 25252525 0000 25252525

計 17,549,56217,549,56217,549,56217,549,562 17,279,63917,279,63917,279,63917,279,639 269,923269,923269,923269,923 125125125125 269,798269,798269,798269,798

◎平成28年度に実施した主な事業（一般会計）

(単位：千円)

・私立保育所等の運営に対する委託事業 1,391,297

・各種障害福祉サービスに係る給付 978,346

・ふるさと納税関連経費 789,715

・一般廃棄物最終処分場建設事業 711,577

・小児医療費の給付 264,841

・定期の予防接種に対する助成 188,718

・大雨による災害復旧事業 114,985

・障害者地域生活支援事業 136,579

○国民健康保険・・・・

○後期高齢者医療・・・

○介護保険・・・・・・

○農業集落排水事業・・

○公共下水道事業・・・

○国民宿舎事業・・・・

○総社駅南地区土地

　区画整理事業・・・・

する高齢者の医療制度として運営しています。

総社市を保険者とする国民健康保険の保険税の収納や医療費の給付などの運営に

係る収支を経理しています。

総社市中心市街地の南側に隣接する総社駅南地区の区画整理を実施しています。

国民宿舎「サンロード吉備路」の運営を行っています。

下水道施設の整備，維持管理を行っています。

農業集落地域における排水の水質保全及び生活環境の改善を図るため，処理施設

の管理及び整備を行っています。

総社市を保険者とする介護保険の保険料の収納や介護費の給付などの運営に係る

収支を経理しています。

平 成 28 年 度 決 算 の 概 要

会 計 区 分

一 般 会 計

特

別

会

計

75歳以上のすべての方と，一定の障害があると認定された65歳以上の方が加入
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決 算 額

市 税

市民税(個人・法人)，固定資産税(土地・家屋・償却資

産)，都市計画税など

8,276,807

繰 越 金

決算上の剰余金及び前年度から繰り越された事業の既

収入財源

1,017,272

分担金及び負担金

市の行う事業により利益を受ける者から，その受益を限度として徴

収するもので，保育所保育料や農林業施設整備費分担金など

447,871

そ の 他 使用料及び手数料，寄附金，繰入金，諸収入など 2,614,697

自 主 財 源 小 計 12,356,647

地 方 交 付 税

地方公共団体間の財源の不均衡を調整するため，財政

状況に応じて交付される税

6,546,306

国 庫 支 出 金

市が行う特定の事務・事業に対して国が支払う負担

金，補助金，交付金など

3,363,055

市 債

公共施設整備などのために市が国や金融機関から長期

的に借り入れる資金

2,293,768

県 支 出 金

市が行う特定の事務・事業に対して県が支払う負担

金，補助金，交付金など

1,693,700

そ の 他

国税の一部が市道延長・面積等によって譲与される地方譲与税や地方消費税の

一部が市の人口・従業者数等によって交付される地方消費税交付金など

1,592,380

依 存 財 源 小 計 15,489,209

合 計 27,845,856

自主財源…市が自主的に得られる財源（市税や施設の使用料，証明書等の発行手数料，事業の分担金）

依存財源…国や県の基準に基づいて交付される財源（地方交付税，国や県からの補助金，市債）

23.5

12.1

8.2

6.1

5.7

55.6

100.0

区 分

歳入の状況（一般会計）

（単位：千円，％）

平 成 28 年 度

構成比

●歳入の概要

44.4

3.7

1.6

9.4

内 容

29.7

自主財源自主財源自主財源自主財源

123123123123億億億億5,6655,6655,6655,665万円万円万円万円

44.444.444.444.4％％％％

依存財源依存財源依存財源依存財源

154154154154億億億億8,9218,9218,9218,921万円万円万円万円

55.655.655.655.6％％％％

市税市税市税市税

82828282億億億億7,6817,6817,6817,681万円万円万円万円

29.729.729.729.7％％％％

繰越金繰越金繰越金繰越金

10101010億億億億1,7271,7271,7271,727万円万円万円万円

3.73.73.73.7％％％％
分担金及び負担金分担金及び負担金分担金及び負担金分担金及び負担金

4444億億億億4,7874,7874,7874,787万円万円万円万円

1.6%1.6%1.6%1.6%

その他（諸収入等）その他（諸収入等）その他（諸収入等）その他（諸収入等）

26262626億億億億1,4701,4701,4701,470万円万円万円万円

9.49.49.49.4％％％％

その他（地方譲与税等）その他（地方譲与税等）その他（地方譲与税等）その他（地方譲与税等）

15151515億億億億9,2389,2389,2389,238万円万円万円万円

5.75.75.75.7％％％％

県支出金県支出金県支出金県支出金

16161616億億億億9,3709,3709,3709,370万円万円万円万円

6.16.16.16.1％％％％

市債市債市債市債

22222222億億億億9,3779,3779,3779,377万円万円万円万円

8.28.28.28.2％％％％

国庫支出金国庫支出金国庫支出金国庫支出金

33333333億億億億6,3056,3056,3056,305万円万円万円万円

12.112.112.112.1％％％％

地方交付税地方交付税地方交付税地方交付税

65656565億億億億4,6314,6314,6314,631万円万円万円万円

23.523.523.523.5％％％％

総額総額総額総額

278278278278億億億億4,5864,5864,5864,586万万万万
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●市税収入の内訳

金額（千円） 構成比（％）

固 定 資 産 税 3,774,038 45.6 55,308 141,716 人口： 68,237人

市 民 税 ( 個 人 ) 2,974,439 35.9 43,590 111,691 世帯： 26,631世帯

市 民 税 ( 法 人 ) 487,999 5.9 7,151 18,324

都 市 計 画 税 428,436 5.2 6,279 16,088

市 た ば こ 税 379,193 4.6 5,557 14,239

軽 自 動 車 税 212,312 2.6 3,111 7,972

入 湯 税 20,391 0.2 299 766

合 計 8,276,808 100.0 121,295 310,796

平成29年3月31日現在

市 全 体 市民一人あたり

（円）

一世帯あたり

（円）

備 考

固定資産税固定資産税固定資産税固定資産税

55,30855,30855,30855,308円円円円

45.645.645.645.6％％％％

市民税市民税市民税市民税((((個人個人個人個人))))

43,59043,59043,59043,590円円円円

35.935.935.935.9％％％％

市民税市民税市民税市民税((((法人法人法人法人))))

7,1517,1517,1517,151円円円円

5.95.95.95.9％％％％

都市計画税都市計画税都市計画税都市計画税

6,2796,2796,2796,279円円円円

5.25.25.25.2％％％％

市たばこ税市たばこ税市たばこ税市たばこ税

5,5575,5575,5575,557円円円円

4.64.64.64.6％％％％

軽自動車税軽自動車税軽自動車税軽自動車税

3,1113,1113,1113,111円円円円

2.62.62.62.6％％％％

入湯税入湯税入湯税入湯税

299299299299円円円円

0.20.20.20.2％％％％

市民市民市民市民

一人当たり一人当たり一人当たり一人当たり

の税金の税金の税金の税金

121,295121,295121,295121,295円円円円
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決 算 額

民 生 費 高齢者，障がい者の福祉サービス，子育て支援や保育所の運営 9,241,474

総 務 費

行政全般の事務管理，税の徴収や戸籍管理，ふるさと納税に関する経

費

3,909,575

教 育 費 幼稚園や小中学校などの維持管理や文化・スポーツの振興 3,116,647

公 債 費 借り入れた市債の元金や利子の返済 2,729,330

衛 生 費 健康増進，疾病予防や環境保全，ごみ処理 2,592,228

土 木 費 道路，河川などの社会資本整備や維持管理 2,139,938

農 林 業 費 農林業の振興支援や生産基盤の整備 1,105,415

消 防 費 消防や火災予防，水防などの災害対策 937,193

商 工 費 商工業や観光の振興 905,138

議 会 費 議会運営 279,051

災 害 復 旧 費 災害時の復旧事業 114,985

労 働 費 雇用対策や勤労者の支援 75,181

歳 出 合 計 27,146,155

397,822 円

　　福祉や保育からなる民生費が全体の34.0％を占め，最も大きな割合となっています。次いで総務費が

　14.4％を占めています。

◆目的別決算の内訳

3.3

0.3

市民一人あたりの経費

11.5

4.1

3.5

1.0

100.0

34.0

14.4

9.5

10.1

7.9

0.4

歳出の状況（一般会計）

●歳出の概要

（単位：千円，％）

科 目 内 容

平 成 28 年 度

構成比

民生費民生費民生費民生費

92929292億億億億4,1474,1474,1474,147万円万円万円万円

34.034.034.034.0％％％％

総務費総務費総務費総務費

39393939億億億億958958958958万円万円万円万円

14.414.414.414.4％％％％

教育費教育費教育費教育費

31313131億億億億1,6651,6651,6651,665万円万円万円万円

11.511.511.511.5％％％％

公債費公債費公債費公債費

27272727億億億億2,9332,9332,9332,933万円万円万円万円

10.110.110.110.1％％％％

衛生費衛生費衛生費衛生費

25252525億億億億9,2239,2239,2239,223万円万円万円万円

9.59.59.59.5％％％％

土木費土木費土木費土木費

21212121億億億億3,9943,9943,9943,994万円万円万円万円

7.97.97.97.9％％％％

農林業費農林業費農林業費農林業費

11111111億億億億541541541541万円万円万円万円

4.14.14.14.1％％％％

消防費消防費消防費消防費

9999億億億億3,7193,7193,7193,719万円万円万円万円

3.53.53.53.5％％％％

商工費商工費商工費商工費

9999億億億億514514514514万円万円万円万円

3.33.33.33.3％％％％

議会費議会費議会費議会費

2222億億億億7,9057,9057,9057,905万円万円万円万円

1.01.01.01.0％％％％

災害復旧費災害復旧費災害復旧費災害復旧費

1111億億億億1,4991,4991,4991,499万円万円万円万円

0.40.40.40.4％％％％

総額総額総額総額

271271271271億億億億4,6164,6164,6164,616万円万円万円万円

労働費労働費労働費労働費

7,5187,5187,5187,518万円万円万円万円

0.30.30.30.3％％％％
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決 算 額

人 件 費 職員の給与や退職金，議員や非常勤職員の報酬など 4,462,190

扶 助 費

児童手当や小児医療費助成などの児童支援，生活困窮者や高齢

者の支援

5,746,652

公 債 費 借り入れた市債の元金や利子の返済 2,729,330

義務的経費 小計 12,938,172

物 件 費 消費的性質を有する経費で賃金，旅費，需用費，役務費など 3,218,263

補 助 費 等

市から団体や個人に対して，行政上の目的により交付する現金

的給付で，報償費，負担金，補助金及び交付金など

3,815,487

維 持 補 修 費 市が管理する道路や公共施設を維持するための費用 456,729

消費的経費 小計 7,490,479

普通建設事業費 道路の整備，小中学校やその他公共施設の建設や改修 2,414,369

災 害 復 旧 費 大雨などの異常天候の災害により被災した施設の復旧 117,656

投資的経費 小計 2,532,025

繰 出 金 一般会計と特別会計との間での資金運用 3,376,348

積 立 金 年度間の財源変動に備え，積み立てるもの 744,418

投 資 及 び

出 資 金 ， 貸 付 金

公益上の必要による法人への出資や現金の貸付 64,713

その他の経費 小計 4,185,479

歳 出 合 計 27,146,155

　義務的経費が全体の47.7％を占めています。義務的経費は支出が義務付けられ，任意に削減できないことか

ら，この割合が多くなるほど財政の硬直化が進みます。

15.3

100.0

1.7

27.7

8.9

0.4

9.3

12.4

2.7

0.2

14.1

◆性質別決算の内訳 （単位：千円，％）

区 分 内 容

平 成 28 年 度

構成比

16.4

21.2

10.1

47.7

11.9

義務的経費義務的経費義務的経費義務的経費

129129129129億億億億3,8173,8173,8173,817万円万円万円万円

47.747.747.747.7％％％％

消費的経費消費的経費消費的経費消費的経費

74747474億億億億9,0489,0489,0489,048万円万円万円万円

27.727.727.727.7％％％％

投資的経費投資的経費投資的経費投資的経費

25252525億億億億3,2033,2033,2033,203万円万円万円万円

9.39.39.39.3％％％％

その他の経費その他の経費その他の経費その他の経費

41414141億億億億8,5488,5488,5488,548万円万円万円万円

15.315.315.315.3％％％％

人件費人件費人件費人件費

44444444億億億億6,2196,2196,2196,219万円万円万円万円

16.416.416.416.4％％％％

扶助費扶助費扶助費扶助費

57575757億億億億4,6654,6654,6654,665万円万円万円万円

21.221.221.221.2％％％％

公債費公債費公債費公債費

27272727億億億億2,9332,9332,9332,933万円万円万円万円

10.110.110.110.1％％％％

物件費物件費物件費物件費

32323232億億億億1,8261,8261,8261,826万円万円万円万円

11.911.911.911.9％％％％

補助費等補助費等補助費等補助費等

38383838億億億億1,5491,5491,5491,549万円万円万円万円

14.114.114.114.1％％％％

維持補修費維持補修費維持補修費維持補修費

4444億億億億5,6735,6735,6735,673万円万円万円万円

1.71.71.71.7％％％％

普通建設事業費普通建設事業費普通建設事業費普通建設事業費

24242424億億億億1,4371,4371,4371,437万円万円万円万円

8.98.98.98.9％％％％

繰出金繰出金繰出金繰出金

33333333億億億億7,6357,6357,6357,635万円万円万円万円

12.412.412.412.4％％％％

積立金積立金積立金積立金

7777億億億億4,4424,4424,4424,442万円万円万円万円

2.72.72.72.7％％％％

投資及び出資金，貸付金投資及び出資金，貸付金投資及び出資金，貸付金投資及び出資金，貸付金

6,4716,4716,4716,471万円万円万円万円

0.20.20.20.2％％％％

総額総額総額総額

271271271271億億億億4,6164,6164,6164,616万円万円万円万円

災害復旧費災害復旧費災害復旧費災害復旧費

1111億億億億1,7661,7661,7661,766万円万円万円万円

0.40.40.40.4％％％％
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　たな社会基盤の整備が予定されていることから，引き続き厳しい水準で推移すると

　予想されます。

　　市債残高は，毎年度，元金返済分が減少し，新規発行分が増加します。

　　総社市では，平成17年の合併以降，公債費(市債の元利返済)の抑制を図るため，

　投資的事業を抑制してきたことから，市債残高は全体として減少傾向にあります。

　　また，一般会計等が負担する公債費及びこれに準じる経費の割合を示す実質公債

　費比率についても年々，改善してきています。

　　しかしながら，今後も学校施設の改築や給食調理場の新設など，必要とされる新
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市債残高・実質公債費比率の推移市債残高・実質公債費比率の推移市債残高・実質公債費比率の推移市債残高・実質公債費比率の推移

一般会計（臨時財政対策債除く） 臨時財政対策債

公共下水道 駅南地区土地区画整理

農業集落排水 国民宿舎

実質公債費比率

426.8426.8426.8426.8

（％）（％）（％）（％）

（億円）（億円）（億円）（億円）

469.4469.4469.4469.4

458.3458.3458.3458.3

450.5450.5450.5450.5 447.4447.4447.4447.4

438.6438.6438.6438.6

481.6481.6481.6481.6
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　基金残高の確保に努めています。

　や市債の償還に必要な財源を確保し債務の軽減を図ることを目的とした減債基金，

　そのほかに教育や文化振興など特定の目的のために積み立てられる特定目的基金が

　あります。

　　平成２２年度以降，基金残高は増加していますが，今後見込まれる社会保障関係

　経費の増大，普通交付税の一本算定による段階的削減にも確実に対応できるよう，

　　市の預貯金に相当する基金には，年度間の財源の不均衡を調整する財政調整基金
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基金残高の推移（普通会計ベース）基金残高の推移（普通会計ベース）基金残高の推移（普通会計ベース）基金残高の推移（普通会計ベース）

財政調整基金 減債基金

職員退職手当基金 まちづくり基金

総社駅南地区土地区画整理事業基金 その他特定目的基金

110.0110.0110.0110.0

（億円）（億円）（億円）（億円）
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総社市の決算を家計簿にしてみると総社市の決算を家計簿にしてみると総社市の決算を家計簿にしてみると総社市の決算を家計簿にしてみると

項 目 金 額 構成比 項 目 金 額 構成比

給料（市税） 148,500 29.7 食費（人件費） 80,000 16.4

パート 52,000 10.4 医療費・養育費（扶助費） 103,300 21.2

（使用料・手数料など） ローンの返済 49,200 10.1

前月からの繰越 18,500 3.7 （公債費）

（繰越金） 光熱水費・通信費 58,000 11.9

貯金の取崩し 3,000 0.6 （物件費）

（繰入金） 家の増改築 43,400 8.9

自主財源　小計 222,000 44.4 （普通建設事業）

親からの援助 146,000 29.2 町内会，サークル会費 68,700 14.1

（地方交付税，地方譲与

税など）

（補助費等）

兄弟からの援助 91,000 18.2 子どもへの仕送り 60,400 12.4

（国・県支出金） （繰出金）

ローンの借入 41,000 8.2 貯金（積立金） 13,200 2.7

（市債） その他 11,200 2.3

依存財源　小計 278,000 55.6

（維持補修費，災害復旧

費，貸付金）

合 計 500,000 100.0 合 計 487,400 100.0

　総社市の決算を身近に感じていただけるように，平成２8年度一般会計決算状況を１ヶ月の

収入が５０万円の家庭に例えて，１ヶ月分の家計簿を作ってみました。

（単位：円，％）

毎 月 の 収 入 毎 月 の 支 出

必要性や効果をよく検討した上で，収入の使い道を決めていくことが必要です。

　食費，医療費・養育費，ローンの返済といった，なかなか減らせないお金（義務的経費）が

２３万２,５００円ありますが，家族で稼いだお金（自主財源）は２２万２,０００円しかなく，

親，兄弟からの援助やローンの借入を受けた上で，生活が成り立っています。

　今後は，親からの援助（地方交付税等）が減少する一方，必要な経費は更に増加すると見込

まれます。これからも，より良い生活と健全な家計を維持していくためには，節約を徹底し，
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平成 29 年度上半期の財政事情 

 

○ 本年度上半期の我が国の経済情勢は，緩やかな回復基調が続いているとさ 

れているものの，平成２９年 9 月の内閣府による月例経済報告によれば，先 

行きについて，「雇用・所得環境の改善が続くなかで，各種政策の効果もあっ 

て，緩やかに回復していくことが期待される。ただし，海外経済の不確実性

や金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。」と指摘しています。 

○ 本市では，平成 2８年度決算において，「地方公共団体の財政の健全化に関 

する法律」に基づき示された「健全化判断比率（①実質赤字比率②連結実質 

赤字比率③実質公債費比率④将来負担比率の４指標）」並びに「資金不足比率」 

によると，いずれの指標も早期健全化基準などを下回っております。 

○ しかしながら，普通交付税については，合併算定替えによる特例措置の終 

了に伴い，平成 27 年度から段階的な縮減が始まっており，また，少子高齢

化に伴う社会保障関係経費や公共施設等の維持補修費などの増大，更には，

清音神在本線改良などの過去の大規模事業及び今後予定されている小学校の

改築や調理場新設の財源である起債の償還を控えるなど，多額の財政負担が

見込まれます。このような財政状況を踏まえ，さらに効率的で持続可能な財効率的で持続可能な財効率的で持続可能な財効率的で持続可能な財

政運営の確立政運営の確立政運営の確立政運営の確立を図ることが急務となっており，今後も徹底した歳出全般の見

直しや歳入確保に努めるなど，歳入・歳出両面での行財政改革に積極的に取

り組む必要があります。 

○ 今後も「第 2 次総社市総合計画」において本市の目指す都市像である「全全全全

国屈指の福祉国屈指の福祉国屈指の福祉国屈指の福祉文化文化文化文化先駆都市の実現」先駆都市の実現」先駆都市の実現」先駆都市の実現」に向けた「福祉王国プログラム」やに向けた「福祉王国プログラム」やに向けた「福祉王国プログラム」やに向けた「福祉王国プログラム」や「グ「グ「グ「グ

ランドデザイン改革」ランドデザイン改革」ランドデザイン改革」ランドデザイン改革」などの施策に積極的に取り組み，前期基本計画の 5 つ

の基本目標である「だれもが住み・働き・学び・訪れ・集いたくなる総社」

の実現に向けて全力で取り組んでまいります。 



■市有財産の状況（平成29年9月30日現在）

土 地 4,680,733 ㎡

建 物 252,301 ㎡

山 林 1,646,466 ㎡

有 価 証 券 321,919 千円

出 資 に よ る 権 利 3,378,116 千円

260,920 千円

財 政 調 整 基 金 4,808,202 千円

減 債 基 金 877,611 千円

職 員 退 職 手 当 基 金 892,051 千円

ま ち づ く り 基 金 40,347 千円

総 社 駅 南 地 区 土 地 区 画

整 理 事 業 基 金

142,938 千円

小小小小 計計計計 （（（（ 以以以以 上上上上 5555 基基基基 金金金金 ）））） 6,761,149 千円

そ の 他 特 定 目 的 基 金 4,244,743 千円

計 11,005,892 千円

384,742 千円

590,364 千円

38,860 千円

329,701 千円

2,319 千円

12,351,878 千円

公 共 下 水 道 事 業 基 金

土 地 開 発 基 金

合 計

平 成 29 年 度　上 半 期 財 政 運 営 の 状 況

区 分 現 在 高

公

有

財

産

債 権

基

金

普

通

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 基 金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

国 民 宿 舎 運 営 基 金

- 11 -



■一時借入金の現在高（平成29年9月30日現在）

（単位：千円）

現 在 高

0

0

0

■基金繰替運用の状況（平成29年9月30日現在）

（単位：千円）

繰 替 運 用 金

0

0

0

■債務負担行為の状況（平成29年度8月補正予算まで）

（一般会計） （単位：千円）

科 目 件 数 限 度 額

当 該 年 度 以 降 の

支 出 予 定 額

議 会 費 2 4,324 2,994

総 務 費 6 998,037 993,625

民 生 費 28 1,660,843 1,448,227

農 林 業 費 136 1,575,202 807,464

商 工 費 1 179,900 107,940

土 木 費 1 43,000 34,400

教 育 費 12 3,156,527 2,983,822

合 計 186 7,617,833 6,378,472

※限度額が文言等で記載されているもの

　・農業近代化資金利子補給ほか 3件

　・損失補償に関するもの 1件

減 債 基 金

職 員 退 職 手 当 基 金

※基金繰替運用とは，基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することです。

会 計 区 分

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

区 分

財 政 調 整 基 金
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2,423
2,301
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1,295

市債の現在高（一般会計）市債の現在高（一般会計）市債の現在高（一般会計）市債の現在高（一般会計）

平成2９年度末 市債現在高見込額 27,188百万円

（単位：百万円）
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10,870
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1,347

566

市債の現在高（特別会計）市債の現在高（特別会計）市債の現在高（特別会計）市債の現在高（特別会計）

平成2９年度末 市債現在高見込額 14,974百万円

（単位：百万円）
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